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        イ'オ ン交 換 性 合 成 樹 脂 に 依 る

           ヴ4タ ミンB1の 吸着 實験

              小 田 .良 李

              清  水   博

              中 山  芳 郎

.V・B1の 吸 着剤 と しては,酸 性 白十,珪 藻 一ト,合 成 ゼオ ライlxが 用 び られ て居 るが,新 しく

イオ ン交換性合成樹 脂 の イオ ン交換現 象 を鷹用 して,V・B1の 吸 着 實験 を行 つた ・ 基礎 原理 は

次 の如 し.

    吸.着: B-NH3+Cl-十R--H+一 →B-NH,+R-十 一H+Cl-`

    脱 着: 逆反慮

 使用樹脂としては,カ チオ ン交換性合成樹脂のR-SO3H型, R-COOH型 の爾方が考へ られ

るが,實 験の結果,V.B1の 吸着能力は,之 等の合成樹脂のNa盤 型の ものを用ぴるのが,1有敷
                       ◎       印

で ある事 を認 めた.

 次 に脱着 に關 して は,脱 着液 は強酸 が最 もよ くて10N-H,SO、 が 適 當で あ り,且 わ此 の揚合,

R-COOH型 の 合成樹 脂が, R-SO,H型 の合成 樹脂 を用 ぴた もの よ り脱 着容 易 な る事 を認 めた・

 以 上 の豫 備實験 の後,米 糠 よ りV.B、 を吸着,脱 着 す る實験 を行つ た・ 帥 ち米 糠 を稀硫 酸

(0.2%)で 虚 理 してV.B、 の 抽 出液 を,i周整 し,フ ヱ ノキ ン酪酸 一 フオ ルムアル デ ヒ ド樹 脂(R-

COOH型)、 を苛性 曹達溶液 で飽租 し,水 洗せ るものを圓筒 に充填 し,ク ロマ トグ ラフ的 に吸

着 を行つた・V・Blの 分 析 は,パ ラア ミノアセ トフェ ノンを用ぴ て比色法 に よ り行つ た.實 験

結 果は次 の如 し・

    使 用樹n旨: *立度401nesh,重 歌0.7359,直 裡8.8mm,高 さ 7.Ocm.

    抽 出 液:ノ1900γV.B,/1009米 糠.15γV.B】/10cc抽 出 液,1)H・=・5.0

    流  型: 順 流

    確   速: 3cc/min/9樹 脂

實験翻 調 撒 量 酬 輯 未反醐 吸着量 嚇 騰+吸 瀞 吸榊 累計

 (No.)   一(cc)    (cc)  ・ (γ)   (γ)    (γ)    (%)    (%)

  1        100      100       3.1     147      147      85       85

  2         "       200       78       72      219      48     - 66

  3         "       300       99        51      270       34       55

                   (42)
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  4"40099513213450

  5        〃       500     114       36     357      24      45

  6200700121293861938

  7        200      900      121 .     29     415      19      33

 以 上 の結 果 よ り,か か る軍 一吸着操作 では,有 数 に虞理 出來 るのは,200γ/9樹 脂 で あ る・然

し,多 段式 吸着 を行 へば,有 数吸着能 力は もつ と増加す るわ けで ある・

 次 に之 を10N-H2SO,で 脱 着 した實験結果 を示 す.

    樹  脂: 350γV.B1/0.7359樹 脂                、

    脱 着 液: 10N.H:SO4,分 析 用純

    流  型: 順 流

    流 速:1cc/min/9樹 脂

  實 験 番號 試 料 探 取量 流 出液 目二累計 脱 オほ 脱 着量累 計 脱 着率 脱 着液 の組 成

  (No.)    (cc)     (cc)     (γゾ    '(γ)   (%)   (γ/cc)

   =t.         30         30         230       230      66       7.7

   2.        30        60        107       9, 3i      96       5.6

 以 上 の結 果 を要約 すれば次 の如 し

    1.所 要脱 着液 量=17.1cc/IOOγV.Bl

    2.脱 着 液 の組成=337γ/60cc =5.6γ/cc             、

 次に使用後の樹脂を飽和苛性 ソーダ液に1時 間浸漬せるに,完 全再生が行はれ,能 力の低下

を示す事な く反覆使用が可能である事が認め られた・

        二,三 の イオ ン交換 性合 成樹 脂 の

              製 造 に關 す ろ研究

              小'田  良 平

              清  水   博

              中 山  芳 郎

  (1) Resorcindiglykolstiure. Formaldehyd樹 脂

 1935年Adamsと HolmesがResorcinと Formaldehydと の縮 合樹脂 が,カ チオ ン交換

                   (43)


